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(2) 炉心核計算子法の改良として，近代ノード法を PWR 炉心核設計に応用するための計算コードシステムの開発
に成功している。同システムを用いて，我が国で初めて近代ノード法を発電用実機炉心設計に応用する実績を
挙げ，また，同手法が炉心核特性予測精度向上に寄与することを明確に示している。
(3) BWR 高燃焼度燃料や BWR MOX 燃料を模擬した臨界試験の解析を改良計算手法を用いて行うことにより，
これら燃料の核特性評価において考慮すべき計算手法上の問題点、について検討し，以下の点を明らかにしてい
る。
a) 高燃焼度燃料や MOX 燃料がもたらす水平方向の非均質性の増大が 2 次元中性子束輸送計算精度に及ぼす
影響について検討し，積分型輸送ノード法の一種である透過確率法ではその精度は現行 UOz 燃料に比べ若
干低下するが，実用上は許容範囲であること，また厳密解法である Characteristics 法によりその低下が改
善されることを示している。
b) 一部の高燃焼度燃料設計において採用される部分長燃料が局所軸方向出力分布に与える影響について検討
し， 2 次元輸送計算で得られる水平方向燃料棒出力分布と近代ノード法による均質ノード軸方向出力分布
の合成により評価可能で、あることを示している。
c) MOX/UOz 燃料集合体の混在によるスペクトル干渉効果が集合体内局所出力分布に及ぼす影響について
検討し，その影響が重大で、ある事が示されたが，近代ノード法の適用によりその効果の大部分が考慮され，
実用上問題のない精度を確保し得ることを明らかにしている。
以上のように，本論文は軽水炉の核設計計算手法の改良，および高燃焼及び MOX 燃料炉心への適用性評価に関し
て工学的に有用な知見を多数得ると共に，将来の軽水炉燃料・炉心設計手法の改良に対する先導的な役割を果たして
いる。これらの成果は原子炉物理学，原子炉工学に寄与するところが大きし3。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと言忍める。
